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多
種
の
疾
患
と
手
術
を
学
べ
る
環
境

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
泌
尿
器

科
で
は
、
前
立
腺
、
腎
臓
、
膀
胱
、
尿

管
、
陰
茎
、
精
巣
に
発
生
す
る
尿
路
性

器
が
ん
、
前
立
腺
肥
大
症
、
尿
路
結
石
、

腎
移
植
、
骨
盤
臓
器
脱
、
尿
失
禁
、
神

経
因
性
膀
胱
、
間
質
性
膀
胱
炎
、
男
性

不
妊
症
、
小
児
泌
尿
器
疾
患
な
ど
を
診

療
対
象
と
し
、
守
備
範
囲
が
非
常
に
広

い
。
手
術
に
関
し
て
は
、
腹
腔
鏡
手
術

や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
い
ち
早
く
導
入
し
、

低
侵
襲
治
療
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

若
手
医
師
に
と
っ
て
数
多
の
疾
患
を
一

つ
の
施
設
で
学
べ
る
環
境
と
言
え
る
。

　

一
般
的
に
、
大
学
病
院
の
泌
尿
器
科

で
は
、
高
度
な
技
術
を
要
す
る
手
術
に

専
念
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
そ
う
す

る
こ
と
で
、
大
学
病
院
の
本
分
で
あ
る

最
新
の
医
療
に
力
を
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
。
寺
田
直
樹
教
授
は
こ
う
し
た
認

識
か
ら
、
２
０
２
２
年
の
福
井
大
学
着

任
時
、
診
療
対
象
の
集
約
化
を
検
討
し

て
い
た
。
し
か
し
、
２
年
後
の
い
ま
、

考
え
方
が
変
わ
っ
た
と
語
る
。

　
「
こ
こ
に
来
た
頃
、
患
者
数
の
多
い
尿

路
結
石
や
前
立
腺
肥
大
症
の
手
術
を
こ

な
し
て
い
る
と
、
大
学
病
院
で
な
く
て

は
で
き
な
い
手
術
に
支
障
を
来
す
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

難
度
の
高
い
手
術
ば
か
り
や
っ
て
い
て

は
、
新
人
医
師
は
手
術
に
入
れ
な
い
。

大
学
に
お
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
不
可

欠
で
あ
り
、
疾
患
を
特
化
す
べ
き
で
は

な
い
、
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
若
手
は
小
さ
な
手
術
か
ら
と
り
か

か
り
、
習
熟
度
に
応
じ
て
中
難
度
、
高

難
度
の
手
術
を
担
当
し
、
段
階
的
に
技

術
を
高
め
て
い
く
。
多
様
な
能
力
を
身

に
付
け
る
た
め
に
、
多
く
の
経
験
を
積

む
。
そ
う
し
た
教
育
指
導
を
し
て
い
ま

す
。
将
来
的
に
は
、
一
般
的
な
手
術
は

関
連
施
設
で
行
い
、
そ
こ
へ
若
手
を
研

修
に
出
す
と
い
っ
た
体
制
を
組
め
れ
ば

い
い
。
目
下
は
如
何
せ
ん
、
泌
尿
器
科

の
人
材
が
少
な
い
た
め
、
先
々
の
目
標

と
し
て
お
き
ま
す
」

　

連
携
体
制
に
つ
い
て
は
、
福
井
大
学

医
学
部
附
属
病
院
、
福
井
県
立
病
院
、

福
井
赤
十
字
病
院
、
福
井
県
済
生
会
病

院
、
市
立
敦
賀
病
院
、
公
立
小
浜
病
院

の
各
泌
尿
器
科
が
福
井
県
下
の
大
半
の

手
術
を
行
い
、
均
衡
の
取
れ
た
関
係
に

あ
る
。
こ
れ
ら
６
つ
の
病
院
が
主
体
と

な
り
、
福
井
県
泌
尿
器
科
医
会
を
組
織
、

定
期
的
に
症
例
や
手
術
に
つ
い
て
発
表

し
、
互
い
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て

い
る
。

診
療
の
質
を
担
保
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成

　

寺
田
教
授
が
こ
こ
２
年
、
推
し
進
め

て
き
た
の
は
診
療
の
標
準
化
で
あ
る
。

数
あ
る
泌
尿
器
疾
患
に
対
し
、
福
井
大

学
医
学
部
附
属
病
院
泌
尿
器
科
と
し
て

の
診
療
方
針
を
明
文
化
す
る
。
最
良
と

考
え
ら
れ
る
検
査
の
段
取
り
、
手
術
や

投
薬
な
ど
の
治
療
の
選
択
、
そ
の
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
医
局
で

議
論
し
な
が
ら
事
細
か
に
決
め
る
。
そ

の
議
論
の
過
程
や
、
診
療
方
針
を
決
定

し
た
根
拠
も
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、

医
療
の
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
、
毎
年

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
。
こ
う
し
て
確

立
さ
れ
た
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
同

科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
関
連
病
院
や
同

門
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
公
開
。
か
く
し
て
、

同
科
だ
け
で
な
く
、
福
井
の
泌
尿
器
科

全
体
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
る
。

　

寺
田
教
授
は
さ
ら
に
、
外
科
系
医
師

を
増
や
す
こ
と
も
命
題
と
す
る
。
福
井

大
学
医
学
部
医
学
科
の
卒
業
者
の
う
ち

福
井
に
残
る
の
は
３
割
程
度
、
７
割
は

関
西
や
東
海
へ
出
て
し
ま
う
。

　
「
福
井
に
残
ら
な
い
理
由
を
６
年
生
に

聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、
２
０
１
８
年
に

福
井
は
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
、
そ
れ
が
ト

ラ
ウ
マ
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
ん
で
す

ね
。
確
か
に
、
北
陸
道
や
国
道
で
車
が

立
往
生
し
て
大
混
乱
を
生
じ
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
福
井
を
離
れ
る
本
当
の
理
由

か
ど
う
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
」（
笑
）

　

外
科
系
医
師
は
た
い
へ
ん
多
忙
で
あ

る
し
、
手
術
は
長
時
間
に
及
ぶ
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
そ
れ
で
も
教
授
は
、
手

術
の
素
晴
ら
し
さ
を
学
生
に
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
講
義
や
臨
床
実
習
を
介
し

て
自
ら
積
極
的
に
勧
誘
に
動
く
。
そ
れ

が
功
を
奏
し
て
昨
年
度
は
４
名
が
泌
尿

器
科
に
入
局
し
た
。

　
「
先
生
の
努
力
の
賜
物
で
す
、
と
持
ち

上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

今
年
度
の
志
願
者
は
ゼ
ロ
。
ま
だ
ま
だ

ア
プ
ロ
ー
チ
が
足
り
ま
せ
ん
」

　

手
術
の
面
白
さ
を
宣
伝
す
る
良
策
と

し
て
は
、
泌
尿
器
科
が
得
意
と
す
る
腹

腔
鏡
手
術
や
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
で
体
験
す
る
実
習
を
増
や
そ

う
と
考
え
て
い
る
。

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
で
は

２
０
１
３
年
にda V

inci Si 

を
導
入
。

当
時
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
あ
ま
り
芳

し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
以
降
10
年

間
、
同
大
で
は
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
を

更
新
し
な
か
っ
た
が
、
２
０
２
４
年
４
月
、

国
産
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
トhinotori

を
、
９
月
に
はda V

inci Xi 

を
導
入
。

そ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
は
、
術
者
が
ロ

6

octor’s and
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ボ
ッ
ト
を
操
縦
す
る
コ
ン
ソ
ー
ル
と
一

体
化
さ
れ
て
お
り
、
訓
練
者
は
あ
た
か

も
自
ら
が
実
機
を
操
作
し
て
い
る
か
の

よ
う
な
臨
場
感
を
得
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
、
従
来
の
外
科
手

術
の
イ
メ
ー
ジ
を
刷
新
す
る
も
の
で
あ

る
と
、
私
は
確
信
し
て
い
ま
す
。
４
、５

年
生
に
対
し
て
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
れ
ば
、
４
年
後
く

ら
い
に
は
外
科
医
を
志
望
す
る
人
材
が

増
え
て
く
る
は
ず
。
粘
り
強
く
働
き
か

け
ま
す
」

専
門
は
前
立
腺
が
ん
研
究
、

他
の
研
究
に
も
拍
車

　

寺
田
教
授
は
前
立
腺
が
ん
の
研
究
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
、
15
年
以
上
、
基

礎
研
究
と
臨
床
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
日
本
に
お
い
て
現
在
、
前
立
腺
が

ん
は
男
性
が
罹
患
す
る
が
ん
種
の
１
位
。

早
期
前
立
腺
が
ん
の
予
後
は
良
好
で
あ

る
が
、
１
～
２
割
は
進
行
性
で
あ
る
。

進
行
性
前
立
腺
が
ん
の
標
準
治
療
は
ア

ン
ド
ロ
ゲ
ン
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
去
勢
療

法
が
選
択
さ
れ
る
が
、
多
く
は
去
勢
抵

抗
性
前
立
腺
が
ん
に
変
化
し
、
そ
の
予

後
は
不
良
で
あ
る
。

　

寺
田
教
授
は
、
ヒ
ト
の
前
立
腺
が
ん

組
織
を
免
疫
不
全
マ
ウ
ス
に
直
接
移
植

す
る
マ
ウ
ス
モ
デ
ル
「Patient derived 

xenograft

：PD
X

」
を
樹
立
、
薬
効
の

評
価
や
遺
伝
子
解
析
を
行
い
、
新
規
の

治
療
標
的
分
子
や
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
を

探
索
し
て
い
る
。
一
般
に
、
マ
ウ
ス
を

用
い
て
が
ん
に
対
す
る
薬
効
評
価
を
行

う
場
合
、
が
ん
の
細
胞
株
を
免
疫
不
全

マ
ウ
ス
に
移
植
し
て
作
成
す
る
「Cell 

line-derived xenograft

：CD
X

」
を
使

う
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
で
有
効

性
が
示
さ
れ
て
も
、
実
際
の
が
ん
患
者

に
投
与
し
て
有
効
性
を
示
す
薬
剤
は
少

な
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｘ

モ
デ
ル
の
腫
瘍
は
、
患
者
の
腫
瘍
と
は

組
織
構
造
が
異
な
る
こ
と
、
患
者
の
腫

瘍
に
は
様
々
な
顔
つ
き
の
が
ん
細
胞
が

存
在
す
る
が
、
Ｃ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
の
腫
瘍

は
同
じ
顔
つ
き
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
は
、
腫
瘍
の

組
織
構
造
が
患
者
の
そ
れ
に
近
似
し
、

が
ん
細
胞
の
不
均
一
性
が
保
た
れ
、
遺

伝
子
異
常
も
維
持
さ
れ
る
と
い
う
特
性

が
あ
る
。
ゆ
え
に
、
Ｐ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
に

よ
る
薬
効
評
価
と
臨
床
で
の
投
薬
結
果

と
の
一
致
率
が
高
い
と
い
う
報
告
が
あ

る
。
寺
田
教
授
が
長
年
に
わ
た
り
樹
立

し
て
き
た
多
種
の
Ｐ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
も
、

ヒ
ト
の
前
立
腺
が
ん
の
組
織
構
造
や
病

理
学
的
状
態
を
再
現
し
て
い
る
。「
福
井

大
学
に
来
て
か
ら
は
、
Ｃ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル

を
用
い
て
実
験
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

Ｐ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル
を
扱
え
る
土
台
が
概
ね

整
っ
た
の
で
、
今
後
は
Ｐ
Ｄ
Ｘ
モ
デ
ル

を
用
い
た
研
究
に
移
行
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

以
上
の
前
立
腺
が
ん
研
究
の
ほ
か
、

福
井
大
学
の
腫
瘍
病
理
学
教
室
と
共
同

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
膀
胱
が
ん
や
腎

が
ん
に
関
し
、
糖
鎖
の
硫
酸
化
シ
ア
リ

ル
ル
イ
ス
Ｘ
が
血
行
性
転
移
に
関
与
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

ま
た
、
現
在
は
シ
ア
リ
ル
ル
イ
ス
抗
原

が
血
中
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
と
し
て
有
用

で
あ
る
か
ど
う
か
の
検
証
を
行
っ
て
い
る
。

　

疾
患
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
を
用
い
た
排
尿

機
能
の
研
究
も
活
発
で
あ
る
。
脳
梗
塞

モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
や
、
食
塩
感
受
性
高
血

圧
モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
を
使
い
、
蓄
尿
障
害

の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
、
過
活
動
膀
胱

や
排
尿
障
害
の
治
療
薬
の
作
用
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
検
討
。
ま
た
、
糖
尿
病

モ
デ
ル
ラ
ッ
ト
に
対
し
て
様
々
な
治
療

薬
を
投
与
し
、
血
流
の
変
化
に
伴
う
膀

胱
機
能
の
変
化
や
、
前
立
腺
の
組
織
学

的
変
化
を
評
価
す
る
と
い
う
研
究
を
行

い
、
興
味
深
い
知
見
を
数
多
く
得
て
い
る
。

様
々
な
邂
逅
に
導
か
れ
て

　

寺
田
教
授
が
医
学
の
道
を
選
ん
だ
の

octor’s and
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は
、
幼
少
時
、
絶
え
ず
医
者
に
掛
か
っ

て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
両
親
に
よ
る“
刷

り
込
み
”
で
は
な
い
か
、
と
笑
う
。
自

営
業
で
苦
労
し
て
き
た
両
親
は
、
手
に

職
を
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
常
に
語
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
自
分
を
可
愛
が
っ

て
く
れ
た
祖
父
が
、
病
床
の
お
ぼ
ろ
げ

な
意
識
の
も
と
、「
お
医
者
は
え
え
ぞ
」

と
つ
ぶ
や
い
た
最
期
の
言
葉
は
今
も
覚

え
て
い
る
。

　

京
都
大
学
医
学
部
泌
尿
器
科
に
入
局

し
て
２
年
目
、
派
遣
さ
れ
た
倉
敷
中
央

病
院
で
は
得
難
き
出
会
い
が
あ
っ
た
。

当
時
の
泌
尿
器
科
の
主
任
部
長
で
あ
り
、

同
門
の
先
輩
に
あ
た
る
、
東
北
大
学
泌

尿
器
科
名
誉
教
授
の
荒
井
陽
一
医
師
だ
。

　
「
臨
床
・
手
術
と
研
究
と
を
両
立
で
き

て
一
人
前
、
と
い
う
こ
と
を
叩
き
こ
ん

で
く
だ
さ
っ
た
。
荒
井
先
生
は
、
前
立

腺
が
ん
の
手
術
の
第
一
人
者
で
あ
り
な

が
ら
、
様
々
な
臨
床
研
究
を
行
い
、
膨

大
な
論
文
を
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
忙

し
い
中
、
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
私
に
、

臨
床
研
究
の
方
法
論
を
懇
切
丁
寧
に
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
い
ろ

い
ろ
な
方
か
ら
ご
指
導
を
受
け
ま
し
た

が
、
最
も
影
響
を
受
け
た
方
が
荒
井
先

生
で
す
」

　
「
医
師
と
し
て
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、

患
者
さ
ん
が
診
察
室
か
ら
笑
顔
で
出
て

9
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寺田 直樹 てらだ なおき
福井大学学術研究院医学系部門
器官制御医学講座 泌尿器科学分野 教授

［略歴］
1998年	 京都大学医学部卒業
1998年	 京都大学医学部泌尿器科入局
1999年	 倉敷中央病院泌尿器科
2003年	 大阪赤十字病院泌尿器科
2006年	 京都大学医学部大学院生
2010年	 ジョンス・ホプキンス大学 ポスドク
2012年	 京都大学医学部泌尿器科助教
2017年	 宮崎大学医学部泌尿器科講師
2021年	 宮崎大学医学部泌尿器科准教授
2022年	 福井大学医学部泌尿器科教授

行
か
れ
る
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
。
た

と
え
、
悪
い
情
報
を
患
者
さ
ん
に
伝
え

る
こ
と
に
な
っ
て
も
、
で
き
る
限
り
患

者
さ
ん
が
思
い
悩
ま
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

心
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
。
ポ
リ
ク
リ
に
来
る
学
生
に
も
よ

く
話
し
て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
サ
ー

ビ
ス
業
な
の
だ
か
ら
、
患
者
さ
ん
に
満

足
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
」

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
泌
尿
器

科
の
標
準
治
療
の
策
定
、
研
究
の
活
性

化
、
人
財
育
成
…
寺
田
教
授
が
先
導
す

る
革
新
は
着
々
と
進
ん
で
い
る
。



医療法人林病院 病院長 服部 泰章
1 11 2

L A N D S C A P E

１
１
０
年
以
上
、
地
域
医
療
の
要

　

医
療
法
人
林
病
院
（
以
下
林
病
院
）

は
大
正
２
年
（
１
９
１
３
年
）
11
月

の
創
設
で
、
１
１
１
年
も
の
歴
史
が

あ
る
。
医
療
法
人
に
な
っ
た
の
は
昭

和
26
年
（
１
９
５
１
年
）、
平
成
９
年

（
１
９
９
７
年
）
に
は
在
宅
支
援
事
業

と
し
て
居
宅
か
い
ご
し
え
ん
府
中
、
訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
府
中
、
訪
問
介

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
府
中
を
開
設
。
平
成

13
年
（
２
０
０
１
年
）
に
健
診
部
を
設

置
、
平
成
15
年
（
２
０
０
３
年
）
に
は

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を

設
け
、
急
性
期
か
ら
在
宅
ま
で
シ
ー
ム

レ
ス
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
を
確
立

す
る
。
平
成
20
年
（
２
０
０
８
年
）
に

は
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

設
、
平
成
24
年
（
２
０
１
２
年
）
に
Ｄ

Ｐ
Ｃ
対
象
病
院
と
な
る
。
令
和
元
年

（
２
０
１
９
年
）
７
月
に
現
在
の
新
病

院
で
診
療
を
開
始
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

同
院
は
整
形
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

消
化
器
外
科
、
胸
部
外
科
な
ど
手
術
を

中
心
と
す
る
外
科
系
診
療
に
力
を
入
れ

て
お
り
、
関
節
鏡
や
腹
腔
鏡
に
よ
る
鏡

視
下
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
な
ど
低

侵
襲
治
療
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。

公
的
病
院
の
な
い
越
前
市
に
お
い
て
急

性
期
医
療
を
担
い
、
重
症
患
者
を
受
け

入
れ
、
か
か
り
つ
け
医
の
機
能
も
果
た

し
、
丹
南
医
療
圏
を
支
え
て
き
た
。
病

院
で
働
く
職
員
た
ち
は
そ
の
こ
と
を
誇

り
に
思
い
、
良
心
的
な
医
療
を
行
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

病
床
数
に
つ
い
て
は
、
新
病
院
へ

の
移
転
前
は
２
１
６
床
だ
っ
た
が
、

移
転
を
機
に
２
０
６
床
、
令
和
２
年

（
２
０
２
０
年
）
に
は
現
在
の
１
９
９

床
に
減
床
。
現
在
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟
が
１

棟
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
が
３
棟
、
回

復
期
リ
ハ
ビ
リ
病
棟
が
１
棟
と
い
う
構

成
で
あ
る
。

　

救
急
に
関
し
て
は
、
南
越
消
防
組
合

の
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
２
０
２
３
年
度

は
総
搬
送
件
数
３
９
１
７
件
、
管
内
医

療
機
関
へ
の
搬
送
は
約
74
％
、
そ
の
う

ち
林
病
院
１
４
３
７
件
（
36
％)

、
中

村
病
院
１
３
６
３
件
（
35
％)

、
市
外

病
院
へ
の
搬
送
１
０
０
８
件
で
あ
る
。

昨
年
度
の
救
急
受
入
要
請
へ
の
応
需
率

は
92
・
６
％
で
、
今
年
度
は
４
月
か
ら

７
月
の
４
カ
月
間
で
す
で
に
、
応
需
率

約
97
％
以
上
の
高
い
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。



医
師
の
確
保
や
連
携
を
模
索

　

服
部
泰
章
病
院
長
は
２
０
１
９
年
、

林
病
院
に
着
任
。
新
病
院
が
竣
工
し
た

時
期
で
、
入
院
医
療
を
中
心
に
救
急
・

急
性
期
医
療
に
力
点
を
置
き
、
病
院
機

能
を
整
理
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
た
。
し
か
し
、
病
院
は
回
復
期
、

慢
性
期
、
在
宅
医
療
も
従
来
通
り
継
続
。

Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟
だ
け
で
な
く
、
地
域
包
括

ケ
ア
病
棟
に
も
救
急
・
急
性
期
を
受
け

入
れ
、
ま
た
、
地
域
で
は
稀
少
な
回
復

期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
を
活
用

し
て
非
常
に
幅
広
い
医
療
を
提
供
す
る

体
制
を
変
え
な
か
っ
た
。

　
「
医
師
も
そ
の
他
の
職
種
も
、
当
院

で
可
能
な
限
り
治
療
を
行
い
、
患
者
さ

ん
が
地
元
で
治
療
を
完
結
で
き
る
よ
う

に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ
て

い
ま
す
。
大
変
素
晴
ら
し
い
し
、
病
院

の
強
み
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

最
近
の
医
療
集
約
化
の
流
れ
や
、
今
年

か
ら
始
ま
っ
た
医
師
の
働
き
方
改
革
に

対
応
す
る
に
は
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
医

療
体
制
を
続
け
る
の
は
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
最
も
問
題
に
な
る
の
が

医
師
不
足
で
、
診
療
体
制
の
維
持
す
ら

危
ぶ
ま
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
れ

ば
病
院
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
の
か
、
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真
剣
に
考
え
る
べ
き
時
で
す
」

　

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
４
年
度
の
診
療
報
酬
改
訂
で

要
件
が
厳
し
く
な
り
、 

こ
の
ま
ま
で
は

２
０
２
６
年
度
に
は
Ｄ
Ｐ
Ｃ
制
度
か
ら

の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
地
域
の

急
性
期
・
救
急
医
療
を
担
う
林
病
院
と

し
て
は
、
基
準
が
厳
し
い
か
ら
と
言
っ

て
ギ
ブ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
忍
び
な
く
、

今
年
度
７
月
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
病
棟
の
運
用

に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
医
師
の
確
保
、
特
に
内
科
と

麻
酔
科
は
喫
緊
の
課
題
だ
。
脳
神
経
外

科
も
こ
の
４
月
か
ら
常
勤
１
名
に
な

り
、
外
科
も
１
名
欠
け
る
と
ほ
と
ん
ど

の
手
術
が
で
き
な
い
。

　
「
長
年
に
わ
た
り
、
多
く
の
診
療
科

の
医
師
を
、
京
都
大
学
と
福
井
大
学
か

ら
派
遣
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
丹
南
医
療
圏
の
た
め
に
、
当

院
を
支
援
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
し
た
い
」

　

福
井
の
四
大
病
院
で
あ
る
福
井
県
立

病
院
、
福
井
赤
十
字
病
院
、 

福
井
県
済

生
会
病
院
、
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病

院
と
の
連
携
も
重
視
し
て
お
り
、
林
病

院
で
の
治
療
が
困
難
な
場
合
は
、
こ
れ

ら
の
基
幹
病
院
に
送
っ
て
い
る
。
ま
た
、

開
放
型
病
床
を
運
営
す
る
こ
と
で
地
域

の
医
療
機
関
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
の
協
力

関
係
を
保
持
。
コ
ロ
ナ
禍
で
連
携
医
と

の
交
流
会
が
途
絶
え
て
い
た
が
、
今
秋

に
は
５
年
ぶ
り
に
再
開
す
る
予
定
だ
。

　

さ
ら
に
、
服
部
病
院
長
は
、
地
域
で

林
病
院
と
同
様
、
救
急
・
急
性
期
に
対

応
し
て
い
る
中
村
病
院
と
の
連
携
を
模

索
し
て
い
る
。
武
生
医
師
会
長
で
あ
る

林
病
院
の
林
秀
樹
副
理
事
長
か
ら
は
、

行
政
と
の
連
携
も
進
め
る
よ
う
に
と
の

意
見
が
あ
り
、
今
年
の
夏
か
ら
越
前
市

の
関
係
職
員
と
中
村
病
院
病
院
長
と
で

地
域
医
療
に
係
る
懇
談
会
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
。
救
急
医
療
や
災
害
医
療
に

関
す
る
課
題
に
取
り
組
み
、
将
来
的
に

は
丹
南
医
療
圏
と
い
う
こ
と
で
、
鯖
江

市
や
公
立
丹
南
病
院
な
ど
と
の
連
携
体

制
を
目
指
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
行
政
と
の
連
携
に
乗
り

出
し
た
の
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ

る
も
の
だ
ろ
う
。
林
病
院
で
は
福
井
県

に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
患
者
が
出
た

当
初
、
病
棟
管
理
や
ス
タ
ッ
フ
確
保
の

困
難
さ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
受

入
れ
に
躊
躇
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、

２
０
２
１
年
６
月
か
ら
感
染
が
拡
大
、

県
の
正
式
な
要
請
を
受
け
、
専
用
病
棟

を
開
設
。
越
前
市
は
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
在

住
が
多
く
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
し
か
話
せ

な
い
患
者
に
は
、
職
員
ら
は
対
応
に
苦

労
し
た
と
言
う
。

万
能
型
外
科
医
と
し
て
活
躍

　

服
部
病
院
長
の
父
親
は
浄
土
真
宗
の

布
教
師
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
医
師
の

資
格
を
取
得
し
て
外
科
医
と
し
て
活
動

し
て
い
た
。
日
本
に
帰
国
し
た
の
は
終

戦
か
ら
８
年
後
の
こ
と
だ
。
彼
の
よ
う

に
外
地
で
医
師
免
許
を
取
得
し
た
者
に

対
し
て
、
日
本
の
医
師
免
許
を
与
え
る

制
度
も
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
終

戦
か
ら
８
年
と
い
う
長
い
月
日
が
経
過

し
て
い
た
こ
と
、
彼
に
そ
の
情
報
が
う

ま
く
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
な
ど
理
由
は
い
く
つ
か
考
え
ら
れ

る
が
、
帰
国
後
、
父
親
は
医
師
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

が
自
分
を
医
師
へ
の
道
に
進
ま
せ
た
の

か
も
し
れ
な
い
と
語
る
。
外
科
を
選
ん

だ
の
は
父
親
の
影
響
だ
け
で
な
く
、
全

身
を
診
る
こ
と
が
で
き
、
手
術
と
い
う

強
力
な
治
療
手
段
を
駆
使
で
き
る
診
療

科
だ
か
ら
、
と
い
う
理
由
と
、「
ブ
ラ
ッ

ク
ジ
ャ
ッ
ク
」
に
憧
れ
て
の
こ
と
、
と

笑
う
。

　

服
部
病
院
長
が
大
学
で
の
研
修
後
に

赴
任
し
た
の
は
、
常
勤
の
外
科
医
が
３
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人
（
＋
病
院
長
）
と
い
う
田
舎
の
病
院
。

ほ
ぼ
全
て
の
手
術
に
参
加
で
き
、
執
刀

医
に
な
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。
Ｈ
２

ブ
ロ
ッ
カ
ー
が
市
販
さ
れ
る
直
前
の
時

期
で
、
上
部
消
化
管
出
血
の
緊
急
手
術

が
た
く
さ
ん
あ
り
、
消
化
器
外
科
を
学

ぶ
若
い
医
師
と
し
て
は
多
く
の
経
験
を

積
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
に
か
く
、
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
で
外
科
医
は
何
に
で
も

呼
び
出
さ
れ
る
こ
と
が
日
常
だ
っ
た
。

　
「
当
時
の
病
院
は
休
日
な
ど
と
い
う

発
想
は
無
く
、 

夜
討
ち
朝
駆
け
は
日
常

茶
飯
事
。
そ
れ
が
染
み
つ
い
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
、
医
師
の
働
き
方
改
革
を
実

行
す
る
う
え
で
な
か
な
か
の
障
害
と

な
っ
て
い
ま
す
」

　

そ
の
後
、
都
会
の
大
病
院
で
勤
務
す

る
機
会
を
得
、
今
度
は
消
化
器
外
科
を

中
心
に
手
術
ば
か
り
を
経
験
す
る
よ

う
に
な
り
、
大
概
の
手
術
は
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
後
、
大
学
院

に
入
学
、
血
管
造
影
の
手
技
を
利
用
し

て
デ
ー
タ
を
取
る
研
究
に
当
た
り
、
カ

テ
ー
テ
ル
と
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ
ー
を
操
る

技
術
を
修
得
。
こ
の
技
術
は
、
そ
の
後

の
臨
床
医
と
し
て
の
活
動
に
お
い
て
大

き
な
力
と
な
る
。
大
学
院
修
了
後
に
勤

務
し
た
病
院
で
は
腹
腔
鏡
手
術
を
行
い

た
い
と
申
し
出
て
導
入
し
て
も
ら
い
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
。

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
を

見
据
え
た
改
革

　

服
部
病
院
長
は
、
職
員
の
患
者
に
対

す
る
接
遇
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
。
接
遇
は
医
療
資
源
に
負

担
を
か
け
る
こ
と
な
く
、
医
療
の
質
を

担
保
す
る
。
患
者
に
対
し
、
上
か
ら
目

線
に
な
ら
な
い
こ
と
、
馴
れ
馴
れ
し
く

な
り
過
ぎ
な
い
こ
と
、
き
ち
ん
と
敬
意

を
払
っ
た
態
度
と
言
葉
遣
い
を
心
掛
け

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

ま
た
、
電
子
カ
ル
テ
の
端
末
か
ら
離

れ
る
時
は
、
必
ず
ロ
グ
ア
ウ
ト
、
あ
る

い
は
ス
ク
リ
ー
ン
セ
イ
バ
ー
を
起
動
す

る
な
ど
、
業
務
上
の
規
則
は
遵
守
す
る

よ
う
に
と
も
。「
高
度
な
医
学
知
識
や
医

療
技
術
を
身
に
付
け
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
で
す
が
、
ま
ず
、
そ
う
い
っ
た
基

本
的
な
心
掛
け
を
疎
か
に
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
話
す
。

　

林
病
院
が
、
新
病
院
の
建
設
に
際
し
、

入
院
環
境
を
改
善
し
、
手
術
室
や
医
療

機
器
を
整
備
し
た
の
は
、
手
術
や
急
性

期
治
療
な
ど
の
入
院
診
療
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
は
ず
。
外

来
は
そ
の
た
め
の
窓
口
で
あ
り
、
初
診
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外
来
で
は
連
携
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
か
ら
紹

介
さ
れ
た
患
者
を
、
長
く
待
た
せ
る
こ

と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
入
れ
る
体
制

を
確
立
す
べ
き
だ
と
服
部
病
院
長
は
考

え
て
い
る
。
再
診
外
来
で
は
、
大
学
か

ら
来
て
く
れ
る
医
師
の
専
門
外
来
以
外

は
、
術
前
検
査
や
入
院
準
備
、
退
院
後

の
短
期
間
経
過
観
察
な
ど
を
中
心
と
し
、

治
療
が
一
段
落
し
て
状
態
が
落
ち
着
い

た
患
者
は
で
き
る
だ
け
地
域
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
返
す
。
そ
し
て
、
精
密
検
査

や
専
門
性
の
高
い
診
療
が
再
び
必
要
に

な
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
病
院
を
受

診
し
て
い
た
だ
く
。
そ
う
い
う
形
を
求

め
て
い
る
。

　
「
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、
林
病
院
が
か

か
り
つ
け
医
で
あ
る
と
仰
る
方
が
多
く

お
ら
れ
ま
す
し
、
当
院
の
職
員
に
も
伝

統
的
に
そ
の
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い

る
人
が
少
な
く
な
い
の
は
事
実
で
す
。

地
域
ぐ
る
み
の
意
識
改
革
が
必
要
で
、

な
か
な
か
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
や
り
た
い
と
思
う
医
療

を
続
け
な
が
ら
林
病
院
が
存
続
で
き
る

の
か
、
あ
る
い
は
診
療
の
あ
り
方
を
大

き
く
変
え
ざ
る
を
得
な
い
の
か
、
本
当

に
突
き
詰
め
て
考
え
る
べ
き
と
こ
ろ
ま

で
き
て
い
ま
す
。
地
域
の
先
生
方
と
の

協
力
体
制
や
近
隣
医
療
圏
の
大
病
院
と

の
連
携
を
含
め
て
、
地
域
医
療
に
お
い

て
当
院
が
果
た
す
べ
き
役
割
、
守
備
範

囲
を
き
ち
ん
と
設
定
し
、
誇
り
を
持
っ

て
そ
れ
に
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
皆
で
知
恵
を
絞
り
た
い
」

　

そ
し
て
、
病
院
長
は
外
科
医
と
し
て

の
医
師
人
生
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
一
人
の
患
者
さ
ん
を
最
初
か
ら
最
後

ま
で
診
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
、
手
術

だ
け
で
な
く
内
視
鏡
や
Ｉ
Ｖ
Ｒ
の
手
技

も
ほ
ぼ
全
て
自
分
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
ん
な
ス
タ
イ
ル
は
い
ま
ど

き
の
医
療
制
度
の
潮
流
に
逆
行
し
て
い

ま
す
。
内
視
鏡
に
つ
い
て
は
当
院
に
来

て
か
ら
は
一
切
や
り
ま
せ
ん
と
い
う
こ

と
で
押
し
通
し
て
い
ま
す
。
と
い
う
の

は
、
下
手
に
手
を
出
す
と
身
動
き
が
取

れ
な
く
な
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。
何
で
も
や
る
と
い
う
こ
と
は
、

何
も
で
き
な
く
な
る
こ
と
に
繋
が
り
か

ね
な
い
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。
こ
の

先
、
私
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
外
科
医
を

育
成
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
て
い

ま
す
」

　

林
病
院
に
と
っ
て
適
正
な
医
療
体
制

や
職
員
の
意
識
向
上
を
ど
う
図
っ
て
い

く
の
か
、は
服
部
病
院
長
の
肩
に
掛
か
っ

て
い
る
。
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地
域
に
貢
献
で
き
る

高
い
専
門
性
と

豊
か
な
人
間
性
を
備
え
た

看
護
師
を
育
成

70
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る

公
立
の
専
門
学
校

　

福
井
県
立
看
護
専
門
学
校
は
、
昭
和

27
（
１
９
５
２
）
年
４
月
、
福
井
県
立

高
等
看
護
学
院
と
し
て
創
立
さ
れ
た
。

今
日
に
至
る
約
70
年
間
に
輩
出
し
た
看

護
師
数
は
２
６
０
０
人
以
上
。
修
業
年

限
３
年
（
全
日
制
）
の
第
一
看
護
学
科

を
置
き
、
１
学
年
の
定
員
は
40
名
、
総

定
員
は
１
２
０
名
。
専
門
士
（
看
護
専

門
課
程
）、看
護
師
国
家
試
験
受
験
資
格
、

保
健
師
・
助
産
師
養
成
機
関
の
受
験
資

格
、
看
護
大
学
編
入
学
試
験
の
受
験
資

格
を
取
得
で
き
る
。

　

校
長
で
あ
る
西
田
美
幸
氏
は
、
卒
後

41
年
間
、
県
立
病
院
に
勤
務
、
看
護
部

長
を
勤
め
上
げ
、
本
年
３
月
末
に
退
職
。

同
校
は
福
井
県
立
病
院
に
隣
接
し
、
こ

れ
ま
で
校
長
は
県
立
病
院
の
院
長
が
兼

務
し
て
き
た
が
、
今
年
度
、
看
護
師
で

あ
る
西
田
氏
が
就
任
し
た
。

　
「
最
初
、
校
長
と
い
う
責
務
を
果
た
せ

る
の
か
、
か
な
り
不
安
は
あ
り
ま
し
た

が
、
５
カ
月
が
経
ち
、
周
囲
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
業
務
を
こ
な
し
て
い

ま
す
。
校
長
室
の
前
に
は
学
生
ホ
ー
ル

が
あ
り
ま
し
て
、
そ
こ
で
全
学
年
が
お

昼
の
お
弁
当
を
食
べ
ま
す
し
、
時
に
は

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
行
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
賑
や
か
な

笑
い
声
が
響
き
、『
校
長
先
生
、
お
は
よ

う
ご
ざ
い
ま
す
』、『
週
末
で
す
ね
、
ゆ
っ

く
り
お
休
み
く
だ
さ
い
』
と
い
う
よ
う

な
、
し
っ
か
り
し
た
挨
拶
が
で
き
て
お

り
、
う
れ
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
学
生

か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
掛
け
て
も
ら

い
、
た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
け

て
も
ら
っ
て
私
も
元
気
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
」

看
護
師
へ
の
夢
を
全
力
支
援

　

そ
う
微
笑
む
西
田
校
長
は
就
任
当
初
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
抱
負
を
掲
げ
て
い
る
。

福
井
県
立
看
護
専
門
学
校
の
使
命
は
、

看
護
の
基
礎
お
よ
び
豊
か
な
人
間
性
を

身
に
付
け
た
優
れ
た
看
護
師
を
育
成
す

る
こ
と
で
あ
る
。
高
い
知
識
や
技
術
だ

け
で
な
く
、思
い
や
り
や
優
し
さ
と
い
っ

た
「
看
護
の
心
」
を
教
授
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。

　
「
こ
れ
ま
で
は
、
看
護
大
学
や
専
門
学

校
を
訪
問
し
福
井
県
立
病
院
へ
の
就
職

を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
は
依
頼
を
受
け
る
逆
の
立
場
に
な
り

ま
し
た
。
看
護
学
生
の
育
成
に
責
任
と

決
意
を
も
っ
て
当
た
り
、
地
域
や
医
療

機
関
に
貢
献
で
き
る
看
護
師
を
送
り
出

さ
な
く
て
は
、
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
」

福井県立看護専門学校

1 8
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イ
ル
を
本
校
で
も
継
続
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

専
門
性
と
多
様
性
に
富
む

教
育
体
制

　

福
井
県
立
看
護
専
門
学
校
の
特
長
は

主
に
４
つ
あ
る
。

　

一
つ
め
の
特
長
は
、
実
践
能
力
を
重

視
し
た
教
育
体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
。

実
習
施
設
で
あ
る
福
井
県
立
病
院
は
、

三
次
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
超

急
性
期
病
院
で
あ
る
。
専
門
分
野
に
お

い
て
は
、
各
科
の
医
師
、
各
分
野
の
認

定
看
護
師
や
専
門
看
護
師
、
病
棟
看
護

師
、
薬
剤
師
な
ど
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
そ

の
他
に
基
礎
分
野
と
し
て
社
会
学
、
教

育
学
等
に
お
い
て
は
大
学
の
先
生
方
を

講
師
と
し
て
お
願
い
し
て
い
る
。
近
年
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が
提
唱
さ
れ

る
な
か
、
診
療
や
療
養
の
場
が
多
様
化

し
、嶺
北
管
内
の
福
祉
・
介
護
施
設
や
県
・

市
町
の
医
療
福
祉
機
関
等
の
協
力
を
得
、

地
域
実
習
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
ほ

と
ん
ど
の
学
生
は
病
院
に
就
職
を
希
望

す
る
た
め
、
地
域
・
在
宅
看
護
を
学
ぶ

機
会
は
学
生
の
今
し
か
、
そ
の
チ
ャ
ン

ス
は
な
い
、
と
西
田
校
長
は
考
え
て
い

る
。

　
「
病
院
で
勤
務
し
て
い
て
も
、
地
域
包

括
ケ
ア
や
在
宅
看
護
の
知
識
が
あ
れ
ば
、

患
者
さ
ん
が
退
院
後
も
住
み
慣
れ
た
地

域
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
た
め
の

支
援
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

二
つ
め
は
、
成
長
と
学
び
を
支
え
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
『
学
習
支
援
論
』

が
あ
り
ま
す
。
１
年
生
の
入
学
直
後
か

ら
縦
割
り
班
を
編
成
し
、
上
級
生
下
級

生
間
で
看
護
技
術
や
実
習
記
録
の
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
連
の
学
習
過
程

の
中
で
、
他
者
の
学
び
を
支
え
る
と
同

時
に
自
ら
も
学
ぶ
姿
勢
を
身
に
つ
け
、

社
会
人
基
礎
力
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い

ま
す
。

　

三
つ
め
は
、
県
立
病
院
の
看
護
部
と

連
携
し
た
、
教
員
の
資
質
向
上
を
図
る

研
修
を
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
。
教
員

が
病
院
で
行
わ
れ
て
い
る
研
修
に
参
入

す
る
こ
と
で
最
新
の
医
療
・
看
護
を
学

び
、
学
生
指
導
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
繋

げ
る
。
ま
た
、
福
井
県
立
看
護
専
門
学

校
の
教
員
を
病
院
か
ら
募
る
際
に
は
、

看
護
現
場
と
学
生
へ
の
看
護
教
育
と
の

違
い
に
と
ま
ど
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、

看
護
学
校
で
の
授
業
研
修
も
行
う
予
定

で
あ
る
。

　

四
つ
め
は
、
高
い
国
家
試
験
合
格
率
。

１
年
次
後
期
か
ら
看
護
師
国
家
試
験
対

策
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
、
教

員
が
専
門
領
域
ご
と
に
指
導
を
行
う
。

　
「
今
年
の
全
国
の
看
護
師
国
家
試
験
合

格
率
は
過
去
10
年
間
で
一
番
低
く
、
難

し
か
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
本
校
に

お
い
て
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
４
年
連
続

１
０
０
％
の
合
格
率
で
す
。
こ
れ
は
教

員
の
熱
意
の
賜
物
と
考
え
て
い
ま
す
。

勉
強
合
宿
を
行
っ
た
り
、
模
擬
試
験
で

合
格
に
不
安
の
あ
る
と
思
わ
れ
る
学
生

に
は
、
お
正
月
で
も
『
が
ん
ば
っ
て
い

る
か
』
と
電
話
し
て
声
を
か
け
た
り
し

た
と
聞
い
て
い
ま
す
」
と
黒
川
副
校
長
。

　

ま
た
、
就
職
や
進
学
に
関
し
て
も
ほ

ぼ
１
０
０
％
を
維
持
、
県
内
外
の
医
療

機
関
や
大
学
に
編
入
し
、
看
護
師
・
保

健
師
・
助
産
師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

苦
あ
り
楽
あ
り
、

そ
れ
で
も
や
り
が
い

　

福
井
県
立
病
院
時
代
の
、
心
に
刻
ま

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
両
氏
に
聞
い
た
。

　

西
田
校
長
は
、
看
護
部
で
新
た
な
取

り
組
み
を
す
る
場
合
、
周
囲
の
理
解
と

協
力
を
得
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
ま

ず
師
長
に
説
明
し
て
実
現
に
繋
げ
て

い
っ
た
、
と
語
る
。「
そ
う
し
た
過
程
で

　

も
う
一
つ
の
抱
負
は
、
看
護
基
礎
教

育
を
充
実
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
学

生
と
最
も
接
す
る
教
員
の
資
質
の
維
持
・

向
上
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
こ
と
。
教
員
は
、
福
井
県

立
病
院
で
の
勤
務
歴
に
裏
打
ち
さ
れ
た

看
護
の
ス
キ
ル
と
経
験
が
豊
か
で
あ
る

が
、さ
ら
に
、教
員
自
身
の
能
力
を
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
学
生
の
指
導
・
育
成
の

向
上
に
繋
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
「
学
生
一
人
ひ
と
り
の
個
性
や
目
標
を

大
切
に
し
、
そ
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
、

夢
を
実
現
で
き
る
よ
う
私
た
ち
が
支
援

し
て
い
き
た
い
。
学
生
た
ち
が
こ
こ
で

学
ん
で
よ
か
っ
た
、
と
心
か
ら
思
え
る

よ
う
、 

学
生
た
ち
の
未
来
を
拓
く
こ
と

に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」

　

ま
た
、
福
井
県
で
は
、
２
０
２
５
年

に
お
け
る
看
護
師
不
足
が
す
で
に
試
算

さ
れ
て
お
り
、
人
材
確
保
と
い
う
役
目

も
福
井
県
立
看
護
専
門
学
校
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
。

　

一
方
、
副
校
長
の
黒
川
洋
子
氏
は
福

井
県
立
病
院
で
助
産
師
と
し
て
勤
務
し
、

西
田
氏
の
片
腕
と
し
て
看
護
部
次
長
を

務
め
、
４
月
か
ら
現
職
に
就
い
た
。

　
「
西
田
校
長
と
長
年
、
職
場
を
と
も
に

し
て
き
ま
し
た
。
た
い
へ
ん
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
力
の
あ
る
か
た
で
尊
敬
し
て
い

ま
す
。
一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
く
ス
タ
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左より西田美幸校長、黒川洋子副校長

大
事
な
の
は
、
同
僚
や
上
司
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
」。
院
長
な
ど
上

司
か
ら
下
り
て
く
る
事
案
も
「
で
き
ま

せ
ん
」
と
は
言
わ
な
い
、
を
信
条
に
し

て
き
た
。

　
「
で
き
ま
せ
ん
と
言
っ
て
し
ま
っ
た
ら

何
ご
と
も
実
現
し
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た

ら
で
き
る
か
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
き

ま
し
た
。
上
司
に
『
西
田
さ
ん
は
決
し

て
ｎ
ｏ
と
は
言
わ
な
い
』
と
褒
め
ら
れ
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」　

　

黒
川
副
校
長
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

組
織
的
な
取
り
組
み
が
良
い
思
い
出
だ

と
言
う
。
２
０
２
０
年
３
月
、
病
院
は

第
一
種
・
第
二
種
感
染
症
指
定
医
療
機

関
と
し
て
県
内
一
例
目
の
コ
ロ
ナ
患
者

の
受
け
入
れ
を
開
始
し
、
専
門
チ
ー
ム

（
Ｓ
Ｉ
Ｔ
）
が
そ
の
担
当
と
な
る
。
と
こ

ろ
が
、
未
知
の
感
染
症
へ
の
恐
怖
か
ら

Ｓ
Ｉ
Ｔ
に
欠
員
が
出
て
、
こ
れ
を
日
替

わ
り
の
応
援
看
護
職
で
補
充
。
そ
の
後
、

感
染
拡
大
、
な
ら
び
に
応
援
看
護
職
が

毎
日
替
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
看
護
職
や

感
染
管
理
認
定
看
護
師
（
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）、
医

師
に
ス
ト
レ
ス
が
生
じ
、
患
者
に
も
不

安
を
与
え
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
、
応
援

看
護
職
を
固
定
化
し
、
感
染
制
御
看
護

師
（
Ｓ
Ｕ
Ｂ 
Ｉ
Ｃ
Ｎ
）
と
命
名
。
Ｓ
Ｕ

Ｂ 

Ｉ
Ｃ
Ｎ
は
、
コ
ロ
ナ
病
棟
勤
務
が
可

能
で
あ
る
こ
と
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ 

Ｉ
Ｃ
Ｎ
へ
の

理
解
と
意
欲
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
条
件

に
各
部
署
か
ら
選
出
さ
れ
た
。

　
「
Ｓ
Ｕ
Ｂ 

Ｉ
Ｃ
Ｎ
を
導
入
し
た
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
病
棟
で
の
業
務
は
削
減
さ

れ
、
看
護
職
へ
の
負
担
も
減
っ
て
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
対
応
で
き
る
安
全
な
看

護
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
発
表
し
な
い
の
は

も
っ
た
い
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
西

田
看
護
部
長
（
当
時
）
と
私
が
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
、
日
本
看
護
協
会
へ
締
め

切
り
ギ
リ
ギ
リ
、
送
り
ま
し
た
（
笑
）。

苦
労
し
て
ま
と
め
た
甲
斐
が
あ
っ
て『
看

護
業
務
の
効
率
化
先
進
事
例
ア
ワ
ー
ド

２
０
２
３
』
の
特
別
賞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
」

看
護
師
を
目
指
す
若
者
た
ち
へ

　

西
田
校
長
は
、
小
中
学
校
時
代
、
目

に
し
た
看
護
師
の
姿
に
憧
れ
、「
私
も
い

つ
か
は
」
と
決
め
て
い
た
と
言
う
。
看

護
師
を
目
指
す
若
者
や
新
人
看
護
師
に
、

こ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
。

　
「
看
護
師
を
目
指
す
人
へ
。
本
校
に
来

ら
れ
た
ら
、
医
療
の
未
来
を
支
え
る
看

護
の
プ
ロ
に
な
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り

と
応
援
し
ま
す
！
看
護
師
の
仕
事
は
、

楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、
悲
し

い
こ
と
も
つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
上
に
患
者
さ
ん
と

関
わ
る
な
か
で
、
自
分
自
身
が
成
長
で

き
る
と
い
う
こ
と
、
患
者
さ
ん
や
ご
家

族
か
ら
笑
顔
や
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ

け
る
こ
と
、
な
に
よ
り
元
気
に
回
復
す

る
お
姿
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
。
魅
力
に
溢
れ

た
や
り
が
い
の
あ
る
職
業
で
す
。
新
人

看
護
師
の
方
へ
。
初
め
は
、
右
も
左
も

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、
学
生
時
代

と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
戸
惑
い
を
感
じ
る
方

が
多
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
患

者
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
職
業
な
の
で
、

注
意
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
つ
ら
い
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
先
輩
も
最
初
か

ら
で
き
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
ん
な
同
じ
道
を
辿
っ
て
乗
り
越
え
て

き
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
ず
に

わ
か
ら
な
い
こ
と
は
聞
い
た
り
、
相
談

し
た
り
し
て
焦
ら
ず
に
学
ん
で
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
経
験
年
数
を
重
ね
る
ご

と
に
看
護
師
の
仕
事
が
好
き
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
悩
む
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

患
者
さ
ん
が
元
気
に
な
っ
て
い
く
姿
に

寄
り
添
え
る
の
は
私
た
ち
看
護
師
に
し

か
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
が
充
実
し
、
喜

び
や
誇
り
に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
」

　

黒
川
副
校
長
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
言
葉

を
送
る
。

　
「
私
は
、
看
護
師
資
格
に
加
え
、
保
健

師
か
助
産
師
、
ど
ち
ら
か
の
資
格
を
取

ろ
う
と
考
え
ま
し
て
助
産
師
を
選
び
ま

し
た
。
出
産
は
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
の
な

か
で
最
も
輝
か
し
い
も
の
。
そ
の
場
に

立
ち
会
え
る
と
い
う
の
は
本
当
に
大
き

な
喜
び
な
ん
で
す
。
陣
痛
が
弱
く
て
お

産
が
進
ま
ず
苦
し
ん
で
い
た
産
婦
さ
ん

に
、環
境
を
整
え
、リ
ラ
ッ
ク
ス
を
促
し
、

手
を
添
え
る
こ
と
で
、
順
調
に
分
娩
が

進
行
し
、
母
子
と
も
に
健
康
な
出
産
が

迎
え
ら
れ
た
と
き
、
看
護
の
力
を
感
じ
、

思
わ
ず
『
や
っ
た
ー
』
と
声
を
あ
げ
た

く
な
る
、
看
護
に
は
そ
ん
な
感
動
す
る

瞬
間
が
あ
り
ま
す
」

　
「
看
護
師
に
な
り
立
て
の
時
期
は
、
ど

ち
ら
か
と
言
え
ば
つ
ら
い
こ
と
の
ほ
う

が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
そ
う
い
う
時
こ
そ
、
な
ぜ
看
護

師
に
な
ろ
う
と
思
っ
た
の
か
と
い
う
初

心
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
経

験
を
積
み
重
ね
て
、
専
門
看
護
師
や
認

定
看
護
師
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
自
分
が
や
り
が
い
を

感
じ
ら
れ
る
道
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
」

　

西
田
校
長
と
黒
川
副
校
長
、
懸
命
な

人
の
言
葉
は
胸
に
響
く
。
福
井
県
立
看

護
専
門
学
校
の
学
生
が
両
氏
に
導
か
れ
、

ス
キ
ル
も
メ
ン
タ
ル
も
逞
し
い
看
護
師

に
！
と
エ
ー
ル
を
贈
り
た
い
。
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緑
内
障
の
先
進
治
療
に
注
力

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
眼
科

は
、
福
井
県
に
お
け
る
特
定
機
能
病
院

の
一
診
療
科
と
し
て
、
眼
科
全
般
に
わ

た
り
診
療
を
行
っ
て
い
る
。
な
か
で
も

力
を
入
れ
て
い
る
の
は
、
緑
内
障
と
糖

尿
病
網
膜
症
で
あ
る
。

　

緑
内
障
は
、
眼
球
中
の
房
水
が
多
く

な
り
、
眼
圧
が
高
く
な
る
こ
と
で
視
神

経
を
圧
迫
し
、
視
野
が
徐
々
に
欠
け
て

い
く
疾
患
。
進
行
す
る
と
最
終
的
に
は

失
明
に
至
り
、
日
本
の
中
途
失
明
の
原

因
第
１
位
と
な
っ
て
い
る
。
緑
内
障
に

は
、
眼
圧
が
上
昇
す
る
原
因
に
よ
っ
て

い
く
つ
か
の
種
類
に
分
け
ら
れ
、
眼
圧

が
正
常
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
視
神

経
が
障
害
さ
れ
る
正
常
眼
圧
緑
内
障
も

あ
る
。
房
水
が
滞
留
す
る
原
因
は
、
加

齢
に
よ
る
排
出
機
能
の
低
下
や
落
屑
物

質
に
よ
る
排
出
路
の
詰
ま
り
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
、
緑
内
障
の
発
症
機

序
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な

い
。

　

緑
内
障
の
治
療
は
ま
ず
、
点
眼
薬
で

眼
圧
を
下
げ
る
治
療
を
行
い
、
そ
れ
で

も
充
分
に
眼
圧
が
下
が
ら
ず
、
視
野
の

欠
損
が
進
行
す
る
場
合
、
手
術
を
行
う
。

手
術
の
世
界
的
な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は

Inatani Masaru

「難治性眼科疾患と対峙する

　　　　　Surgeon集団」

谷稲

大

線
維
柱
帯
切
除
術
（
ト
ラ
ベ
ク
レ
ク
ト

ミ
ー
）
だ
。
眼
の
外
か
ら
強
膜
を
切
開

し
、
強
膜
弁
を
作
成
、
露
出
し
た
線
維

柱
帯
（
角
膜
と
虹
彩
の
つ
な
ぎ
目
）
を

切
除
し
、
房
水
の
新
た
な
排
出
口
を
設

け
る
。
強
い
眼
圧
下
降
の
効
果
が
期
待

で
き
、
様
々
な
緑
内
障
の
病
型
に
適
応

で
き
る
。

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
眼
科
を

率
い
る
稲
谷
大
教
授
は
緑
内
障
を
専
門

と
し
、
手
術
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て

実
績
を
重
ね
て
き
た
。
同
科
に
お
い
て
、

線
維
柱
帯
切
除
術
を
行
っ
て
も
効
果
の

低
い
病
型
に
対
し
、
緑
内
障
チ
ュ
ー
ブ

シ
ャ
ン
ト
術
、
プ
リ
ザ
ー
フ
ロ
マ
イ
ク

ロ
シ
ャ
ン
ト
術
、
ｉ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
な
ど

の
高
度
医
療
を
行
っ
て
い
る
。

　

同
科
の
緑
内
障
チ
ュ
ー
ブ
シ
ャ
ン
ト

術
は
、
バ
ル
ベ
ル
ト
緑
内
障
イ
ン
プ
ラ

ン
ト
を
用
い
る
術
式
で
あ
る
。
バ
ル
ベ

ル
ト
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
は
シ
リ
コ
ン
製
の

チ
ュ
ー
ブ
と
プ
レ
ー
ト
か
ら
成
る
人
工

物
で
、
プ
レ
ー
ト
を
結
膜
の
下
に
留
置

し
て
被
膜
と
し
、
プ
レ
ー
ト
に
付
い
た

チ
ュ
ー
ブ
を
眼
球
か
ら
被
膜
へ
通
し
、

房
水
を
排
出
さ
せ
て
眼
圧
を
下
げ
る
。

　

ま
た
、
プ
リ
ザ
ー
フ
ロ
マ
イ
ク
ロ

シ
ャ
ン
ト
手
術
と
ｉ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
は
、

線
維
柱
帯
切
除
術
に
取
っ
て
代
わ
る
で

#
 U

niversity of Fukui H
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rofessor’s oice

あ
ろ
う
低
侵
襲
の
最
新
手
術
で
あ
る
。
前

者
の
マ
イ
ク
ロ
シ
ャ
ン
ト
は
長
さ
８
・
５

ｍｍ
、直
径
０
・
３
５
ｍｍ
の
チ
ュ
ー
ブ
状
デ
バ

イ
ス
で
、
こ
れ
を
眼
球
の
外
側
か
ら
前
房

内
に
差
し
込
み
、房
水
の
排
出
路
と
す
る
。

チ
ュ
ー
ブ
が
極
細
の
た
め
房
水
が
排
出
さ

れ
過
ぎ
ず
、
眼
圧
の
下
げ
過
ぎ
を
回
避
で

き
る
。
一
方
、
ｉ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
は
、
正
式

に
は
水
晶
体
再
建
術
併
用
眼
内
ド
レ
ー
ン

挿
入
術
と
言
い
、
長
さ
１
mm
の
極
小
ド

レ
ー
ン
を
線
維
柱
帯
に
埋
め
込
む
こ
と
で

房
水
の
流
れ
を
改
善
す
る
。
こ
の
手
術
は

白
内
障
手
術
と
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
、
水
晶

体
再
建
術
で
切
開
し
た
部
位
を
利
用
し
て

ｉ
Ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
ｔ
を
挿
入
し
、
視
機
能
と
眼

圧
と
の
同
時
改
善
を
促
す
。

　
「
緑
内
障
の
発
症
は
40
代
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
40
代
の
約
５
％
は
緑
内
障
と
い
う

統
計
も
あ
り
ま
す
。
完
治
で
き
る
治
療
法

は
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
緑

内
障
に
な
っ
た
場
合
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
一
生
涯
、
視
力
を
保
持

す
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
該
当
年

齢
に
な
っ
た
ら
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し

た
り
…
ネ
ッ
ト
検
索
す
る
と
い
ろ
い
ろ
出

て
き
ま
す
、
ま
た
、
定
期
的
に
眼
底
検
査

を
受
け
た
り
し
て
早
期
発
見
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
」　

稲
谷
教
授
は
こ
う
語

る
。

糖
尿
病
網
膜
症
治
療
や

角
膜
移
植
も
得
意
分
野

　

糖
尿
病
網
膜
症
は
糖
尿
病
眼
合
併
症
の

一
つ
で
あ
り
、
ほ
か
に
糖
尿
病
白
内
障
、

糖
尿
病
角
膜
症
な
ど
が
あ
る
。
ゆ
っ
く
り

と
進
行
し
、
高
血
糖
に
よ
っ
て
毛
細
血
管

が
傷
害
さ
れ
て
い
く
が
、
初
期
に
は
自
覚

症
状
が
な
い
。
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病

院
眼
科
で
は
、
糖
尿
病
網
膜
症
が
進
行
し

て
硝
子
体
出
血
、
さ
ら
に
増
殖
膜
を
伴
う

牽
引
性
網
膜
剥
離
を
来
し
た
症
例
に
対

し
、
積
極
的
に
外
科
的
手
術
を
行
っ
て
い

る
。

　

網
膜
剥
離
、
硝
子
体
出
血
、
増
殖
糖
尿

病
網
膜
症
な
ど
に
適
応
さ
れ
る
硝
子
体
手

術
は
、
白
目
の
部
分
か
ら
器
具
を
挿
入

し
、
硝
子
体
の
切
除
や
網
膜
の
治
療
を
行

う
が
、
同
科
で
は
非
接
触
式
眼
底
広
角
観

察
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
安
全
な
手
術
を
導

入
。
こ
の
手
術
に
、
傷
口
の
極
め
て
小
さ

い
27
ゲ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム
（
０
・
４
ｍｍ
の
切

開
口
か
ら
硝
子
体
カ
ッ
タ
ー
な
ど
の
器
具

を
挿
入
）
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
速
や
か

な
術
後
回
復
を
可
能
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
術
中
に
出
血
し
や
す
く
合
併
症

の
多
い
血
管
新
生
緑
内
障
に
進
行
し
た
難

治
性
症
例
に
対
し
、
稲
谷
教
授
ら
は
、
抗

血
管
内
皮
増
殖
因
子
抗
体
（
抗
Ｖ
Ｅ
Ｇ
Ｆ

抗
体
）
を
術
前
に
投
与
す
る
こ
と
で
、
術
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中
の
出
血
リ
ス
ク
を
抑
え
ら
れ
る
こ
と
を

報
告
。
こ
の
薬
剤
は
、網
膜
浮
腫
の
軽
減
、

出
血
・
血
管
新
生
の
抑
制
に
お
い
て
非
常

に
有
用
で
あ
る
と
言
う
。

　

角
膜
移
植
に
関
し
て
は
、
福
井
県
に
は

待
機
者
が
少
な
い
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
ス
を

標
榜
し
た
い
。
福
井
県
の
ア
イ
バ
ン
ク
が

た
い
へ
ん
熱
心
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
、

眼
科
医
ら
が
全
面
協
力
に
賛
同
し
て
い
る

こ
と
、
亡
く
な
っ
た
方
に
お
け
る
臓
器
提

供
の
意
思
表
示
を
し
っ
か
り
確
認
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
、
そ
の
成
果
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。

　
「
角
膜
の
献
眼
、
移
植
の
依
頼
は
大
学

病
院
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
対
処
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
献
眼
の
タ
イ

ム
リ
ミ
ッ
ト
は
数
時
間
。
で
す
か
ら
、
大

学
の
医
師
が
そ
の
要
請
に
は
必
ず
応
じ
な

く
て
は
い
け
な
い
。
そ
れ
に
加
え
、
福
井

県
に
は
眼
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
多
く
な
い

の
に
、
高
齢
者
が
増
え
る
に
連
れ
、
眼
科

疾
患
を
抱
え
る
患
者
さ
ん
が
ク
リ
ニ
ッ
ク

に
押
し
寄
せ
、
ど
こ
も
か
つ
か
つ
。
こ
れ

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
の
も
大
学
の
役
目

で
す
。大
学
病
院
の
診
療
科
と
い
う
の
は
、

病
院
で
の
診
療
の
ほ
か
、
病
院
の
外
か
ら

の
要
請
に
も
応
じ
ら
れ
る
余
力
が
無
く
て

は
い
け
な
い
。そ
う
私
は
考
え
て
い
ま
す
」

デ
ー
タ
解
析
を
駆
使
し
た

緑
内
障
研
究

　

稲
谷
教
授
は
長
ら
く
、
緑
内
障
の
病
態

に
重
要
な
組
織
で
あ
る
隅
角
と
視
神
経
の

関
係
を
研
究
し
て
き
た
。

　
「
か
つ
て
は
、
マ
ウ
ス
に
緑
内
障
を
発

症
さ
せ
、
そ
の
病
態
を
解
明
し
よ
う
と
す

る
実
験
を
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
実
験

の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
分
子
生
物
学
や
生
化
学

が
王
道
だ
っ
た
の
で
す
が
、
も
は
や
時
代

か
ら
取
り
残
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
り
ま

す
。
学
会
発
表
も
減
っ
て
い
ま
す
し
。
自

分
は
こ
の
分
野
を
以
て
取
り
組
ん
で
き
た

研
究
業
績
が
認
め
ら
れ
、
本
学
の
教
授
に

抜
擢
さ
れ
ま
し
た
の
で
。
こ
の
よ
う
な
ト

レ
ン
ド
の
大
き
な
変
換
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
人
工
知
能
の
出
現
に
よ
る
も
の

で
し
ょ
う
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
Ａ
Ｉ
で
解

析
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
現
在
の
主

流
」

　

か
く
語
る
教
授
も
現
在
、
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
潮
流
を
見
極
め
て
い
る
。
緑
内

障
手
術
を
受
け
た
患
者
に
つ
い
て
、
そ
の

予
後
の
良
好
・
不
良
に
は
ど
の
よ
う
フ
ァ

ク
タ
ー
が
関
与
し
て
い
る
の
か
を
研
究
課

題
と
し
、
膨
大
な
臨
床
デ
ー
タ
を
使
っ
て

解
析
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
緑
内
障
に
お
け
る
視
神
経
障
害

の
原
因
は
眼
圧
上
昇
で
あ
る
と
さ
れ
て
き

た
が
、
日
本
で
は
正
常
眼
圧
緑
内
障
が
最

も
多
い
病
型
で
あ
り
、
眼
圧
以
外
の
フ
ァ

ク
タ
ー
が
関
与
し
て
い
る
と
見
る
の
が

妥
当
で
は
な
い
か
、
と
い
う
指
摘
が
あ

る
。
教
授
は
こ
れ
ま
で
、
緑
内
障
の
病
態

を
解
明
す
る
研
究
に
は
マ
ウ
ス
を
使
っ
て

病
態
を
再
現
し
て
き
た
が
、
臨
床
デ
ー
タ

と
人
工
知
能
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
駆

使
す
れ
ば
、
緑
内
障
を
三
次
元
的
に
再
現

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
考
え
、
体

動
や
眼
球
運
動
に
連
動
す
る
硝
子
体
液
の

動
態
に
基
づ
き
、
眼
球
各
部
位
の
圧
負
荷

を
計
算
で
き
る
流
体
力
学
解
析
シ
ス
テ
ム

を
独
自
に
開
発
。
緑
内
障
患
者
個
々
の
眼

球
後
極
部
の
画
像
デ
ー
タ
か
ら
、
そ
の
３

Ｄ
再
現
モ
デ
ル
を
作
成
。
流
体
力
学
解
析

に
よ
っ
て
、
眼
球
後
極
部
の
ど
こ
に
ど
れ

だ
け
の
圧
負
荷
が
か
か
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
作
り
、
患
者
の
視
野

欠
損
部
と
の
一
致
率
を
検
証
。
こ
う
し
た

試
み
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
緑
内
障
に

お
け
る
視
神
経
障
害
の
発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム

と
そ
の
要
因
の
解
明
に
迫
ろ
う
と
し
て
い

る
。

「
裸
の
王
様
の
子
ど
も
」
が

エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
育
て
る

　

稲
谷
大
教
授
が
京
都
大
学
の
眼
科
学
教

室
を
志
望
し
た
の
は
、
第
９
代
本
田
孔
士
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（
よ
し
ひ
と
）
教
授
に
惹
か
れ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
だ
。
当
時
、
本
田
氏
は
「
裸
の

王
様
の
子
ど
も
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　
「
裸
の
王
様
の
童
話
は
、だ
れ
で
も
知
っ

て
い
ま
す
よ
ね
。
王
様
の
行
列
を
見
物
に

来
て
い
た
城
下
の
人
々
は
、
王
様
の
見
え

な
い
衣
装
を
褒
め
た
た
え
た
け
れ
ど
、
た

だ
一
人
、
あ
る
男
の
子
は
、「
王
様
は
裸

だ
よ
！
」
と
叫
ぶ
。
本
田
先
生
は
ま
さ
に

そ
う
い
う
お
人
。
こ
ん
な
に
真
っ
直
ぐ
で

自
由
闊
達
な
先
生
の
下
な
ら
、
自
分
も
自

由
に
や
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
医
師
に
な
ろ
う
と
考
え
た

の
は
、
医
師
は
お
そ
ら
く
、
自
分
の
裁
量

で
物
事
を
決
め
ら
れ
る
。
一
般
企
業
に
勤

め
た
ら
自
分
の
た
め
の
時
間
を
取
る
の
も

難
し
い
だ
ろ
う
…
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え

あ
ぐ
ね
た
末
に
、
医
師
の
道
を
進
む
こ
と

に
し
ま
し
た
」

　
「
そ
の
後
、
京
都
大
学
の
院
生
に
な
っ

た
と
き
、
指
導
教
官
だ
っ
た
の
が
谷
原
秀

信
先
生
（
前
熊
本
大
学
附
属
病
院
長
）。

眼
科
マ
イ
ク
ロ
サ
ー
ジ
ャ
リ
ー
の
父
と
言

わ
れ
た
故
永
田
誠
先
生
が
当
時
、
奈
良
県

の
天
理
よ
ろ
ず
相
談
所
病
院
に
お
ら
れ
た

の
で
す
が
、
そ
こ
で
谷
原
先
生
は
研
修
を

さ
れ
た
。
専
門
は
緑
内
障
で
し
た
。
ま
た
、

谷
原
先
生
も
本
田
孔
士
先
生
の
薫
陶
を
受

け
た
方
で
、私
の
兄
弟
子
に
あ
た
り
ま
す
。

谷
原
先
生
は
私
を
熊
本
大
学
に
呼
ん
で
く

だ
さ
り
、
私
は
思
う
存
分
、
研
究
に
励
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

そ
う
い
う
教
授
の
来
し
方
が
現
在
の
教

室
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
自
由
な
気
風
を

つ
く
ろ
う
。
個
々
人
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

時
間
を
大
切
に
し
よ
う
。
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン

ス
に
な
か
な
か
集
ま
れ
な
い
な
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

を
使
っ
て
医
局
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
れ
ば
い
い
。
稲
谷
教
授
は
、
居
心
地

の
よ
い
医
局
づ
く
り
に
努
め
た
。
そ
れ
が

実
っ
て
、
い
ま
や
、
福
井
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
眼
科
で
は
、
だ
れ
一
人
辞
め
な

い
。

　
「
地
方
の
病
院
の
多
く
が
人
材
不
足
に

困
窮
し
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
当
科
で

は
そ
う
い
う
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
が
、
角
膜
移

植
の
よ
う
な
急
を
要
す
る
状
況
に
対
応
し

た
り
、
関
連
病
院
に
医
師
を
送
っ
た
り
す

る
の
は
大
学
の
責
務
。
十
分
な
余
力
を
持

て
る
よ
う
人
材
の
育
成
に
努
め
ま
す
」

　

そ
う
語
る
教
授
の
信
条
は
、「
経
験
に

縛
ら
れ
な
い
」　

20
年
、
30
年
と
医
師
と

し
て
術
者
と
し
て
経
歴
を
積
め
ば
、
そ
れ

が
矜
持
に
な
り
、
や
が
て
コ
ン
サ
バ
テ
ィ

ブ
に
納
ま
り
、
そ
の
保
守
性
を
医
局
に
押

し
付
け
て
し
ま
う
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
「
10
年
前
あ
た
り
、
私
は
手
術
が
も
の

す
ご
く
上
手
か
っ
た
（
笑
）。
例
え
ば
、

合
併
症
の
あ
る
難
し
い
白
内
障
の
手
術
で

も
、
速
や
か
に
や
っ
て
の
け
た
。
で
も
、

こ
の
頃
は
、
私
よ
り
手
術
の
速
い
中
堅
の

先
生
が
出
て
き
ま
し
た
。
一
概
に
、
速
け

れ
ば
上
手
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
で
す

が
、
手
術
時
間
と
い
う
点
で
は
、
私
の
方

が
負
け
て
い
ま
す
」

　

福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
眼
科
に
お

け
る
手
術
の
年
間
総
件
数
は
約
１
７
０
０

件
、
そ
の
う
ち
の
緑
内
障
手
術
の
件
数
は

全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
今
年
度
は
、
２
０
０
０
件
突
破
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
。２
０
２
３
年
５
月
に
は
、

眼
科
専
門
手
術
室
の
「
目
の
手
術
室
」
も

新
設
さ
れ
た
。

　
「
当
科
の
手
術
件
数
に
つ
い
て
は
、
年

に
50
件
ず
つ
増
え
て
い
っ
て
、
私
が
定
年

に
な
る
こ
ろ
、
２
０
０
０
件
に
達
す
る
か

な
と
考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
今
年
、
一

気
に
２
０
０
０
件
。
若
い
子
た
ち
が
率
先

し
て
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
」

　

医
局
が
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
に
満
た
さ
れ
て
い

る
こ
と
こ
そ
、
医
師
が
大
ら
か
に
育
つ
秘

訣
、リ
ベ
ラ
ル
派
の
そ
の
人
は
胸
を
張
る
。
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